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1 はじめに 
個人をとりまく空間で他者の接近によって

不快感を感じる領域をパーソナルスペース

（以下 PS）と呼ぶ[1-2]。従来の研究では主に
実空間において検討されており，接近する他

者の性別や既知性など社会的要因に影響され

ることが報告されているが，各感覚モダリテ

ィ情報の寄与については不明な点が多い。音

刺激によるパーソナルスペースへの影響につ

いて検証したところ[3], 徐々に接近する音声
刺激に対して不快感が生じ，音刺激によって

も PS が侵害されうることが示された。しか
し，接近に伴う音圧レベルのみの変化を模擬

した場合においても不快感が生じる結果が示

された。そこで本研究では，音声刺激の提示

距離と音圧レベルが PS の侵害に及ぼす影響
について検証した。 

2 実験１ 
2.1 目的 
音声刺激の音圧レベルを一定に保ち，音源

までの距離の変化のみが PS に及ぼす影響に
ついて検討した。 
2.2 方法 
被験者	 聴覚健常な成人男女 9名（うち女

性 3名）が参加した。 
装置	 聴覚刺激提示装置として境界音場制

御の原理 [4]に基づいた 3 次元音場再現シス
テム（以下，音響樽）[5]を用いた。 
刺激	 男性および女性の音声を用いた。音

声刺激は SMILE 2004 [6]に収録された 4モー
ラの日本語単語音声を用いた。各音声刺激に

は被験者正面方向 300 cm地点から 30 cm地点
まで 30 cm間隔の音源位置を再現するための
音響伝達関数を重畳した。1 つの音声刺激の
時間長は 1 s であり，頭部中心位置で同一の
等価騒音レベル(56 dB, 1 s)になるよう音量を 

Fig. 1 Results of Experiment 1 
統制した。	 

方法	 ストップ・ディスタンス法[1]によっ
て PS の広さを測定した。被験者は音響樽内
の椅子に座し，1音声ごとに 30 cmずつ接近
する音声刺激系列を聴取した。被験者には，

音刺激提示中に「わずかに不快」と感じたら

ボタンを押し（Distance 1, 以下 D1），はっき
りと「不快」と感じたら再度ボタンを押すよ

う(Distance 2, 以下 D2)，教示した。 
2.3 結果と考察 

8 名中 7 名の被験者が呈示された音に対し
て不快感を報告した。被験者全員の D1, D2
の平均と標準誤差を Fig.1に示す。2要因の分
散分析（判断ポイント: D1・D2 ×音声の性別: 
男・女）の結果，判断ポイントの主効果は認

められた（F(1,8) =91.03, p < 0.05）が，音声の
性別の主効果および交互作用は認められなか

った（性別: F(1,8) =0.1, n.s; 交互作用: F(1,8) 
=1.73, n.s.）。	  
	 この結果から，接近に伴う音圧レベルの変

化がない場合においても音声に対して不快感

を生じ，PSが侵害されることがわかった。た
だし，音声の性別によって PS のサイズは変
わらなかった。この結果は，性別によって PS
のサイズが変わるという実空間における PS
の特徴と異なる[1]。我々の先行研究[3]におい
ても，音圧レベルの変化のみでは今回の結果
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と同様に音声の性別によって PS のサイズに
差は認められなかった。この結果は，他者の

接近に伴って空間情報もしくは音量が変化し

ないなど音源の再現精度が低い場合には，性

別などの社会的要因の影響が低減することを

示している。 

3 実験 2 
3.1 目的 
既報[3]および実験 1の結果から，距離と音

圧レベルの変化の両者とも PS の侵害に影響
することが示された。実験 2 では PS の侵害
における音声の呈示距離および音圧レベルの

関連性について検証するため，距離および音

圧レベルを独立に操作して検証した。 
3.2 方法 
被験者	 聴覚健常な成人男女 7名（うち女

性 3名）であった。 
装置	 実験 1と同様であった。 
刺激	 男女の音声刺激を用いた。音声刺激

はコーパス[7]に収録された日本語話者 10 名
（男性 5名，女性 5名）の 4モーラの単語音
声を用いた。全ての刺激に被験者正面 30, 90, 
150, 300 cm のいずれかのインパルス応答を
重畳した。音声刺激の時間長はおよそ 1 s で
あり，頭部中心位置で音圧レベル（A特性）
50，56，62 dBのいずれかで呈示した。 
手続き	 実験 1と同様に被験者は音響樽内

に座し，音声刺激を聴取した。音声刺激はふ

たつ続けて提示され，被験者の課題は先行刺

激に比べて後行刺激が不快に感じるか否かを

回答することとした。先行刺激には統制条件

（距離: 300 cm, 音圧レベル: 56 dB）を呈示し
た。実験条件としては，距離条件（3; 30, 90, 
150 cm）と音圧レベル条件（3; 56 ± 6 dB）
とした。各条件につき 20試行を行った。 
結果と考察 

Fig. 2 に各条件における全被験者の平均不
快報告率および標準誤差を示す。この図から

どの音圧レベル条件においても 30 cm条件が
最も不快感の報告率が高かった。2 要因の分
散分析（距離×音圧レベル）の結果，距離の

主効果（F(2,12) =87.05, p < 0.01），音圧レベル
の主効果（F(2,12) =66.74, p < 0.01），および距
離条件×音圧レベル条件の交互作用(F(4,24) 
=8.2, p <0.01)が認められた。多重比較の結果，
-6 dBおよび 0 dB条件では 30-90 cm条件およ

び 30-150 cm条件間に有意差が認められた。
+6 dB条件では 30と 150 cm条件間にのみ有
意差が認められた。どの距離条件においても

+6 dB条件では不快感の報告率が 70 %以上で
あることから，音声刺激の音圧レベルが大き

い場合にはパーソナルスペースが拡大するこ

とが示唆された。 
この理由として二つの可能性がある。一つ

目は本研究で模擬した自由音場では距離に関

する手がかりが少ないため，音圧レベルが大

きい場合には音声をより近くに知覚しやすい

可能性である。この説が真ならば，より空間

情報が多い音場を模擬した場合には音圧レベ

ルの影響が低減するだろう。二つ目の可能性

としてはラウドネスが大きい音に対する不快

感が考えられる。通常の会話音声は対人距離

1~2 mで 55 dB前後とされている。今回の実
験では対人距離 30〜150 cmで最大 62 dBであ
り，近くであるのに大声で話されている状況

であったため，不快感が生じたとも考えられ

る。今後は通常の室環境を想定した実験を行

い，音圧レベルが距離知覚に影響を及ぼした

のか，音圧レベルの増大自体が不快感に影響

するのか，検証する必要がある。 

 
Fig. 2 Results of Experiment 2 
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